
問問
地
域
活
動
を
担
う
町
内
会

地
域
活
動
を
担
う
町
内
会

や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
推
進
協

や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
推
進
協

議
会
が
役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
、

議
会
が
役
員
の
な
り
手
不
足
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
行
政

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
行
政

と
の
パ
イ
プ
役
で
も
あ
る
自
治
会
へ

と
の
パ
イ
プ
役
で
も
あ
る
自
治
会
へ

の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
る
か
。答

本
年
度
か
ら
新
た
な
自
治
会

の
在
り
方
な
ど
を
具
体
的
に

模
索
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
支
援
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
自
治
会
の
運
営

状
況
や
事
務
負
担
の
把
握
、
持
続
可

能
な
自
治
会
運
営
の
た
め
に
改
善
で

き
る
こ
と
の
洗
い
出
し
を
進
め
て
い
る
。

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
今
後

の
自
治
会
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
望

ま
し
い
形
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

外
国
人
観
光
の
対
策
は

問問
外
国
か
ら
「
み
ち
の
く
潮
風

外
国
か
ら
「
み
ち
の
く
潮
風

ト
レ
イ
ル
」
な
ど
に
訪
れ
る

ト
レ
イ
ル
」
な
ど
に
訪
れ
る

観
光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
を
ど
の

観
光
客
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
。

よ
う
に
受
け
入
れ
る
か
。

答
ネ
ッ
ト
上
の
「
高
田
旅
ナ
ビ
」

に
ト
レ
イ
ル
専
用
ペ
ー
ジ
の

英
語
版
を
作
成
し
、
外
国
人
ハ
イ
カ
ー

向
け
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。
ま

た
、
市
内
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
掲
載

し
た
英
語
版
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
な
ど
、
本
市
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行

者
の
誘
客
と
市
内
周
遊
を
促
し
、
滞
在

時
間
の
延
長
や
観
光
消
費
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
。
さ
ら
に
、
本
市
な
ら
で
は
の

魅
力
を
生
か
し
た
受
け
入
れ
環
境
と
観

光
商
品
の
充
実
に
取
り
組
む
。

鵜
うのうら

浦　昌
まさなり

也
（創生会）

自
治
会
活
動
ど
う
支
え
る

　
支
援
事
業
を
通
し
て
検
討
中

我が市政を
問う！

鵜
浦
昌
也

（
創
生
会
）

市
民
の
健
康
維
持
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み

観
光
振
興

自
治
会
が
抱
え
る
課
題

伊
勢
　

純

（
日
本
共
産
党
）

養
殖
漁
業
の
残
渣
処
理

農
福
・
水
福
連
携

陸
前
高
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
活
用
策

米
価
下
落
対
策
と
農
業
者
支
援

大
坪
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
、
防
災
教
育
と
ま
ち
づ
く
り

今
後
の
市
内
各
地
区
の
道
路
整
備
や
維
持
管
理
の
進
め
方

大
和
田
加
代
子
高
校
再
編
と
魅
力
化

脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み

伊
藤
明
彦
市
長
任
期
中
の
成
果
と
課
題

矢
作
地
区
公
共
施
設
整
備
に
係
る
遅
れ

小
中
学
校
の
適
正
規
模
化

佐
々
木
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
犯
罪
被
害
者
支
援

生
成
Ａ
Ⅰ
の
活
用

藤
倉
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

令
和
８
年
熊
本
地
震
被
災
地
支
援

防
災
大
学
校
（
仮
称
）
誘
致
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

国
の
政
策
動
向
と
本
市
の
対
応

佐
々
木
一
義
防
災

健
康
寿
命

交
流
人
口
増
加

地
域
経
済

菅
野
広
紀
農
業
振
興
策
と
担
い
手
の
確
保

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
地
区
別
目
標(

計
画)

災
害
対
応
と
市
長
及
び
災
害
対
策
本
部
の
役
割

木
村
　

聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
地
元
出
身
者
を
軸
と
し
た
関
係
人
口
政
策
の
考
え
方

部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け
る
指
導
者
の
確
保

介
護
事
業
所
の
人
手
不
足
の
影
響
と
次
期
陸
前
高
田
市
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
へ
の
課
題
認
識

一般質問一般質問

こちらから視聴できます

毎年自治会が主催して開かれている敬老会

意見書の説明をする木村監査委員

　
令
和
７
年
度
決
算
に
関
し
、
監
査

委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
審
査
意
見
書
の

中
で
「
形
式
収
支
、
実
質
収
支
と
も

に
前
年
度
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た

の
は
、
一般
会
計
で
収
入
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
金
８
億
９
０
４
１
万

円
を
陸
前
高
田
が
ん
ば
っ
ぺ
し
応
援

基
金
に
積
み
立
て
を
行
う
べ
き
と
こ

ろ
、
そ
の
処
理
を
失
念
し
た
た
め
で

あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
実
質
収
支
は

１
億
７
０
３
５
万
円
の
赤
字
と
な
り
、

実
態
に
即
し
た
決
算
数
値
と
は
言
い

難
い
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
会
計
年
度
独
立
の
原

則
を
踏
ま
え
た
適
切
な
事
務
執
行
に

一層
留
意
さ
れ
た
い
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
新
た
な
試

み
と
し
て
、
議
選
監
査
委
員
と
の
決

算
審
査
意
見
書
に
関
す
る
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
議
選
監
査
委
員
と
は
、
議
員
の
中

か
ら
１
人
が
選
任
さ
れ
る
監
査
委
員

で
、
市
の
財
務
状
況
や
事
業
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査
す
る

役
割
を
担
い
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、

木
村
聡
議
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
９
月
３
日
の
全
員
協
議

会
の
中
で
、
監
査
に
お
い
て
ま
と
め

ら
れ
た
決
算
審
査
意
見
書
を
も
と
に

意
見
交
換
を
行
い
、
決
算
審
査
を
よ

り
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
こ
の
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
木
村
委
員
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
の
基
金
へ
の
積
み
立
て
漏

れ
の
問
題
に
関
す
る
見
解
や
、
実
質

単
年
度
収
支
の
赤
字
が
続
い
て
い
る

　

本
来
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
、
市
が
行
う
子
ど
も
支
援
の
た
め

の
事
業
や
給
付
型
奨
学
金
事
業
は

じ
め
10
事
業
を
行
う
た
め
に
全
国
か

ら
寄
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
７
年

度
は
総
額
８
億
９
０
４
１
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
８
年

度
に
行
う
10
事
業
の
た
め
の
財
源
と

な
る
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
が
ん
ば
っ
ぺ
し
応
援
基

金
に
積
み
立
て
る
は
ず
の
も
の
が
積

み
立
て
ら
れ
ず
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
っ
て
繰
越
金
と
み
な
さ
れ
、

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
ま

し
た
。

　
決
算
審
議
で
は
、
議
員
か
ら
も
制

度
に
則
っ
た
行
政
事
務
を
行
う
よ
う

求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
と
へ
の
危
惧
、
近
年
減
少
し
て
い

た
市
債
残
高
が
増
加
に
転
じ
た
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
席
議
員
か
ら
は
、
歳
出
削
減
策

や
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
決

算
審
査
意
見
書
の
内
容
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
と
と
も
に
、
市
の
財
政
状

況
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
認
識
を

共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

監
査
委
員
が
指
摘

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
処
理
の
ミ
ス

議
選
監
査
委
員
と
決
算
審
査

意
見
書
に
関
し
意
見
交
換
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